
水 圏 防 災 ・ 環 境 研 究 室 （ 旧 水 工 ・ 水 文 学 研 究 室 ）  

 

本 研 究 室 で は 清 水 康 行 教 授 の も と ，岩 崎 理 樹 准 教 授 ，田 中 岳 助 教 ，小 口 史 乃 事

務 担 当 の ス タ ッ フ で 日 々 研 究 ・ 教 育 に 取 り 組 ん で お り ま す ．  

 本 年 度 よ り 研 究 室 名 を 水 圏 防 災 ・ 環 境 研 究 室（ Lab orato ry of Water Dis ast er  

and Environ mental Research）と 改 称 し ，水 理 学 ，河 川 工 学 を 基 礎 し ，近 年 激 甚・

頻 発 化 す る 水 土 砂 災 害 や 多 岐 に わ た る 流 域 環 境 問 題 の 解 決 に 資 す る 研 究 を 行 っ

て い ま す ．博 士 課 程 ４ 名（ 留 学 生 ２ 名 ），修 士 課 程 １ ０ 名（ 留 学 生 ６ 名 ），学 部 学

生 ９ 名 の 学 生 が 所 属 し ，大 変 活 気 の あ る 雰 囲 気 の 中 ，研 究・教 育 活 動 が 行 わ れ て

お り ま す ． 詳 し い 研 究 内 容 や 近 況 に つ い て は ， 本 研 究 室 の Facebook ペ ー ジ

https://w ww.face b ook.com/d pr413/を ご 覧 く だ さ い ．  

 

 

河 川 ・ 流 域 工 学 研 究 室  

 

 同 窓 生 の 皆 さ ん ，河 川・流 域 工 学 研 究 室 の 泉 典 洋 と 山 田 朋 人 で す ． 3 年 振 り の

研 究 室 紹 介 が 巡 っ て ま い り ま し た ． 皆 さ ん お 変 わ り は な い で し ょ う か ？ 今 年 度

（ 令 和 ２ 年 度 ）の 研 究 室 構 成 は ，ス タ ッ フ と し て 私 達 2 人 の 他 に ，事 務 補 佐 員 の

菅 尾 さ ん ， 特 別 研 究 員 の 星 野 剛 君 ， 成 岱 蔚 君 ， Sour abh Shrivasta va 君 ， 学 術 研

究 員 の 鈴 木 章 弘 君 が 在 籍 し て い ま す ． 8 年 近 く 助 教 を 務 め て く れ て い た Adr iano  

Coutinho D e Lima 先 生 は ベ ネ チ ア の 大 学 に 転 出 と な り ま し た ． 学 生 は ， 博 士 学

生 4 人 ， 修 士 2 年 生 6 人 ， 修 士 1 年 生 3 人 ， 学 部 4 年 生 8 人 ， 研 究 生 が 2 人 で

す ．そ の 内 ，留 学 生 は 6 人 で マ ダ ガ ス カ ル 1 人 ，中 国 3 人 ，イ ン ド 1 人 ，フ ィ リ

ピ ン 1 人 と な っ て い ま す ．今 年 3 月 に 卒 業・修 了 す る 学 生 の 主 な 進 路 は 国 交 省 1

人 ，県 庁 2 人 ，首 都 高 速 ，東 京 ガ ス ， NT T デ ー タ に そ れ ぞ れ 1 人 ず つ 等 と な っ て

い ま す ．コ ロ ナ 禍 の 下 ，誠 に 残 念 な が ら 同 窓 会 入 会 式 や BB Q パ ー テ ィ ，同 窓 会 等

が で き ず ，皆 さ ん に お 目 に か か れ な い 状 況 が 続 い て い お り ま す ．ワ ク チ ン が 行 き

渡 っ て ， も う 一 度 お 目 に か か れ る 日 が 早 く 来 る こ と を 心 よ り 祈 念 し て お り ま す ． 

 

 

沿 岸 海 洋 工 学 研 究 室 (旧 港 湾 工 学 研 究 室 ) 

 

当 研 究 室 は ，山 下 俊 彦 特 任 教 授 ，渡 部 靖 憲 教 授 ，猿 渡 亜 由 未 助 教 と ，大 学 院 博

士 課 程 2 名 ，大 学 院 修 士 課 程 6 名 ，学 部 4 年 生 9 名 の 体 制 の 下 ，実 験 ，観 測 ，計

算 を 駆 使 し て 海 岸 環 境 ，海 岸 防 災 に か か わ る 多 岐 に 渡 る 調 査 ，研 究 を 行 っ て お り

ま す ．  

本 年 度 は 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 対 策 に よ る 制 限 か ら 研 究 室 と し て の 活 動 が で き ず ，

研 究 ，教 育 だ け で は な く ，新 入 生 歓 迎 会 や 論 文 提 出 ，発 表 後 の 打 ち 上 げ な ど 全 て

https://www.facebook.com/dpr413/


の イ ベ ン ト が 中 止 と な る 何 と も 寂 し い 一 年 で し た ．全 て の 出 張 が な く な り ，学 生

の 学 会 発 表 も 全 て オ ン ラ イ ン と ，大 勢 の 聴 衆 の 前 で 緊 張 し て 発 表 す る 大 事 な 経 験

を さ せ て や れ な か っ た こ と も 残 念 で す ．さ ら に 当 研 究 室 の 卒 業 生 と の 懇 親 の 場 で

あ っ た 恒 例 行 事 の 7 月 の 新 緑 会 (バ ー ベ キ ュ ー )や 1 2 月 の 仕 事 納 め 後 の 忘 年 会 も

開 催 で き ず ，こ れ も ま た 大 変 残 念 で し た ．ニ ュ ー ノ ー マ ル の 中 で 何 が で き る か 模

索 し ， 近 々 卒 業 生 の 皆 さ ん に 良 い 報 告 が で き る こ と を 期 待 し て い ま す ．   

ご 来 札 の 際 に は ， 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い ま し た ら 幸 い で す ．  

ホ ー ム ペ ー ジ : ht t ps://www. eng.hok u dai.ac.jp /labo/c o asteng/  

 

 

地 盤 物 性 学 研 究 室 (旧 土 質 工 学 講 座 ) 

 

地 盤 物 性 学 研 究 室 (旧 土 質 工 学 講 座 )を ご 卒 業 の 皆 様 方 に お か れ ま し て は ，各 方

面 で ご 活 躍 の こ と と 思 い ま す 。さ て 今 年 (2021 年 )の 3 月 に は 工 藤 豊 技 術 職 員（ 技

官 ） が 退 職 さ れ ま す 。 工 藤 さ ん と は い ろ い ろ と 思 い 出 の あ る OB・ OG の 方 々 も 多

数 い ら っ し ゃ る か と 思 い ま す 。 現 在 の 地 盤 物 性 学 研 究 室 で す が ， 渡 部 要 一 教 授 ，

西 村 聡 准 教 授・福 田 文 彦 助 教・工 藤 豊 技 術 職 員・正 木 尚 子 秘 書 の 5 名 の ス タ ッ フ

で 運 営 し て い ま す 。 研 究 室 の 学 生 は ， 博 士 課 程 2 名 (日 本 人 と イ ン ド 人 が 各 1)，

修 士 課 程 14 名 (日 本 人 9・ 中 国 人 4・ イ ン ド 人 1 )， 4 年 生 が 9 名 (全 員 日 本 人 )で

す 。研 究 室 の 現 在 の 研 究 テ ー マ は ，地 盤 調 査 ，粘 土 や 砂 な ど の 圧 密 特 性 や せ ん 断

特 性 ，泥 炭・凍 土・サ ン ゴ 礫 混 じ り 土 な ど の 特 殊 土 の 力 学 特 性 の 解 明 ，堤 防 の 安

全 性 の 土 質 力 学 的・水 理 学 的 な 側 面 か ら の 検 討 ，地 盤 調 査 用 や 土 質 試 験 用 の 各 種

装 置 の 開 発 な ど 、バ ラ エ テ ィ ー に 富 ん だ も の と な っ て い ま す 。さ て 最 後 に は な り

ま す が ， OB， OG の 皆 様 ， 札 幌 に い ら し た 折 に は ぜ ひ 研 究 室 の ほ う に 来 室 し て く

だ さ い 。 ま た 研 究 室 の ホ ー ム ペ ー ジ の ア ド レ ス は  

http://ww w.eng.h o kudai.ac. jp/labo / soilmech /と な っ て お り ま す 。 こ ち ら も ぜ

ひ ご 覧 く だ さ い 。  

 

 

地 盤 環 境 解 析 学 研 究 室  

 

前 回 ご 報 告 し ま し た 平 成 3 0 年 度 か ら 本 研 究 室 の ス タ ッ フ 構 成 に 変 わ り は な く ，

石 川 達 也 教 授 ， 磯 部 公 一 准 教 授 ， 横 濱 勝 司 助 教 の 3 名 体 制 で 運 営 し て お り ま す 。

一 方 ， 学 生 は ， D C 5 名 （ 留 学 生 5 名 ）， M C 1 5 名 （ 日 本 人 11 名 ， 留 学 生 4 名 ），

学 部 生 1 0 名 の 計 3 0 名 が 在 籍 し て お り ，研 究 室 は 大 所 帯 に ，ま た 国 際 色 豊 か に な

っ て い ま す ．  

 本 研 究 室 で は ，凍 上・凍 結 融 解 作 用 を 受 け る 寒 冷 地 地 盤 の 災 害 発 生 メ カ ニ ズ ム

の 解 明 ，交 通 荷 重 作 用 下 の 不 飽 和 路 床 路 盤 材 の 力 学 特 性 の 把 握 ，地 盤 と 構 造 物・

https://www.eng.hokudai.ac.jp/labo/coasteng/
http://www.eng.hokudai.ac.jp/labo/soilmech/


基 礎 の 地 震 時 相 互 作 用 の 評 価 ， 様 々 な 地 盤 災 害 の 広 域 危 険 度 評 価 へ の A I 技 術 の

活 用 ，土・水 マ ル チ フ ィ ジ ッ ク ス 解 析 の 高 度 化 ，環 境 地 盤 材 料 の 力 学 特 性 の 把 握

と 実 務 ，コ ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン へ の 応 用 な ど を 主 に 研 究 を 進 め て い ま す 。詳 細 な 研

究 内 容 お よ び 研 究 室 内 の 近 況 は ， 研 究 室 H  P  

（ h t t p : / / w w w. e n g . h o k u d a i . a c . j p / l a b o / g e o m e c h /）で 紹 介 し て い ま す の で ，是 非 ご 覧

下 さ い 。最 後 に ，コ ロ ナ 禍 で 先 を 見 通 す こ と が 難 し い 状 況 で は あ り ま す が ，諸 先

輩 方 の ご 健 勝 と ご 活 躍 を お 祈 り い た し ま す と と も に ，ご 来 室 を 心 よ り お 待 ち し て

お り ま す 。  

 

 

環 境 機 能 マ テ リ ア ル 工 学 研 究 室 (旧 高 性 能 コ ン ク リ ー ト 工 学 分 野 ) 

 

卒 業 生 ・ 修 了 生 の 皆 様 ， お 元 気 で お 過 ご し で す か 。 当 研 究 室 の ス タ ッ フ は ，

2020年 ３ 月 に Henr y  W. Micha el准 教 授 が 芝 浦 工 業 大 学 に 異 動 し ， 2 021年 3月 に 志

村 和 紀 助 教 が 定 年 で 退 職 し ， 現 在 は 杉 山 隆 文 教 授 と 澁 谷 知 愛 秘 書 の 2名 に な っ て

い ま す 。 2 020年 度 の 学 生 は D C2名 名 ，  MC11名 ， 4年 生 6名 の 総 勢 19名 で す 。 2 021

年 7月 ご ろ に 新 し い 教 員 が 加 わ る 予 定 で ， 現 在 選 考 を 進 め て い る と こ ろ で す 。 研

究 対 象 は 建 設 材 料 で あ る コ ン ク リ ー ト が 中 心 で す が ， 研 究 室 の 名 称 に も あ り ま

す よ う に ， 環 境 に 優 し く ， 多 機 能 ， あ る い は 高 機 能 で ， 厳 し い 環 境 下 に お い て

そ の 性 能 を 十 分 発 揮 す る コ ン ク リ ー ト 材 料 の 研 究 開 発 ， 評 価 技 術 お よ び 構 築 技

術 の 確 立 に 向 け た 研 究 を 行 っ て お り ま す 。 近 年 の 研 究 テ ー マ と し ま し て は ， コ

ン ク リ ー ト の 養 生 方 法 、 耐 海 水 性 、 耐 凍 害 性 ， 再 生 骨 材 の 利 用 ， 産 業 副 産 物 系

混 和 材 の 有 効 利 用 、 塩 分 浸 透 と ASRの 複 合 劣 化 ， あ る い は X線 CT法 に よ る 内 部 構

造 評 価 な ど 多 岐 に わ た っ て お り ま す 。 ま た ， 平 成 29年 に オ ー プ ン し ま し た 土 木

工 学 研 究 棟 (新 実 験 棟 )に お け る 実 験 環 境 も 次 第 に 整 っ て き て い る と こ ろ で す 。

ご 来 札 の 際 に は 是 非 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。 研 究 室 一 同 心 よ り お 待 ち し

て お り ま す 。  

 

 

構 造 シ ス テ ム 研 究 室 (旧 構 造 力 学 講 座 、 計 算 構 造 力 学 分 野 ) 

 

構 造 シ ス テ ム 研 究 室 (旧 :構 造 力 学 講 座 、 計 算 構 造 力 学 分 野 )修 了 ・ 卒 業 生 の 皆

様 、 い か が お 過 ご し で し ょ う か 。 本 研 究 室 で は 、 2019年 に 佐 藤 太 裕 元 准 教 授 が

機 械 ・ 宇 宙 航 空 工 学 部 門 の 教 授 と し て 転 出 さ れ た た め 、 現 在 は 蟹 江 俊 仁 教 授 、

鄭 好 助 教 、 秘 書 の 寺 岡 理 帆 さ ん の 3名 の ス タ ッ フ 、 そ し て 、 杜 会 人 博 士 2名 、 修

士 2年 5名 、 修 士 l年 7名 、 学 部 4年 6名 の メ ン バ ー で 日 々 研 究 活 動 に 勤 し ん で お り

ま す 。 現 在 の 研 究 テ ー マ は 、 構 造 ・ 材 料 力 学 を ベ ー ス に 、 寒 冷 地 で の 構 造 設 計

技 術 、 凍 土 の メ カ ニ ク ス か ら 地 球 温 暖 化 に よ る と 思 わ れ る 極 地 の 地 形 変 形 に 至

http://www.eng.hokudai.ac.jp/labo/geomech/


る ま で 多 岐 に 渡 っ て お り 、 次 世 代 の 先 端 社 会 シ ス テ ム の 構 築 に 向 け た 先 駆 的 研

究 が 精 力 的 に 行 わ れ て い ま す 。 学 生 の 研 究 も 非 常 に 活 発 に 行 わ れ て お り 、 こ れ

ま で 修 士 学 生 の 多 く は 国 内 の み な ら ず 海 外 で も 積 極 的 に 自 分 の 成 果 を 発 表 し て

ま い り ま し た 。 し か し な が ら 昨 年 は 、 コ ロ ナ 禍 に よ る 相 次 ぐ 学 会 の 中 止 等 に よ

り 、 現 地 調 査 や 発 表 機 会 の 減 少 が 懸 念 さ れ る 状 況 と な っ て い ま す 。 こ の よ う な

こ と も 含 め 、 新 し い 日 常 の 中 で ど の よ う に 研 究 と 教 育 の 質 を 確 保 し 向 上 さ せ て

い く か 、 し ば ら く は 模 索 を 続 け て い く こ と に な る も の と 考 え て お り ま す 。 修

了 ・ 卒 業 生 の 皆 様 に は 、 お 近 く に お 越 し の 際 に ぜ ひ 研 究 室 に お 立 ち 寄 り い た だ

き 、 さ ま ざ ま な 知 見 や ご 意 見 を 賜 れ れ ば 幸 甚 に 存 じ ま す 。 最 後 に な り ま し た

が 、 修 了 生 、 卒 業 生 皆 様 方 の 益 々 の ご 健 勝 と ご 活 躍 を 祈 念 い た し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



構 造 デ ザ イ ン 工 学 研 究 室  

 

修 了 生 ・ 卒 業 生 の 皆 様 、 い か が お 過 ご し で し ょ う か 。  

構 造 デ ザ イ ン 工 学 研 究 室 に は 、 令 和 2 年 4 月 に 古 川 陽 准 教 授 が 着 任 い た し ま

し た 。こ れ に よ り 現 在 は 、松 本 高 志 教 授 、古 川 陽 准 教 授 、鄧 朋 儒（ デ ン ペ ン グ ル ）

助 教 、 近 藤 健 太 技 術 職 員 、 滝 本 雅 子 秘 書 の 5 名 の 教 職 員 に よ り 運 営 し て い ま す 。

ま た 、 学 生 は 博 士 課 程 1 名 、 修 士 課 程 6 名 、 学 士 課 程 9 名 が 在 籍 し て お り ま す 。

そ の 内 、 留 学 生 は 2 名 で 、 国 際 色 豊 か な 研 究 室 と な っ て い ま す 。  

新 し い 体 制 と な り ま し た が 、橋 梁 学 講 座 か ら の 伝 統 で あ る 橋 梁 お よ び 鋼 構 造 物

を は じ め と す る 社 会 基 盤 構 造 物 に つ い て の 研 究 に 取 り 組 ん で い ま す 。 最 近 で は 、

ら せ ん 積 層 CF RP ( Carbon Fiber Rei n forced Polym er)や UHPFRC (Ultra - High 

Performan ce Fib er  Reinfor ced Co ncr ete)な ど の 先 進 複 合 材 料 に 関 す る 研 究 に

精 力 的 に 取 り 組 ん で い ま す 。ま た 、時 代 の 変 化 に 伴 い 、新 た な 技 術 の 開 発・適 用

に も 挑 戦 し て い ま す 。 例 え ば 、 AI や 画 像 処 理 な ど の 最 新 技 術 を 取 り 入 れ た 研 究

や 、弾 性 波 動 を 用 い た 非 破 壊 評 価 に 関 す る 研 究 な ど 、多 種 多 様 な 研 究 を 展 開 し て

ま す 。   

令 和 2 年 度 は 、研 究 室 で の 活 動 の 多 く が オ ン ラ イ ン 形 式 と な り ま し た 。オ ン ラ

イ ン で の ゼ ミ や OB セ ミ ナ ー の 実 施 、 国 際 会 議 を 含 む 学 会 参 加 ・ 発 表 を 行 い ま し

た 。本 研 究 室 の 活 動 内 容 や 近 況 は HP（ h ttps://br idge.en g .hokudai. ac.jp/）や

Facebook（ https :// www.faceb ook.com / hokudaibr idge）に て 紹 介 し て お り ま す の

で 、 こ ち ら も 是 非 ご 覧 く だ さ い 。  

研 究 室 の 教 職 員・学 生 一 同 、皆 様 の 益 々 の ご 活 躍 を お 祈 り 申 し 上 げ ま す 。お 近

く に お 越 し の 際 に は 是 非 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。も ち ろ ん 、オ ン ラ イ ン で

の ご 訪 問 も 大 歓 迎 で す の で 、 い つ で も 本 研 究 室 の 教 職 員 に ご 相 談 く だ さ い 。  

 

 

 

https://bridge.eng.hokudai.ac.jp/
https://www.facebook.com/hokudaibridge


維 持 管 理 シ ス テ ム 工 学 研 究 室  

 

卒 業 お よ び 修 了 生 の 皆 様 、 お 元 気 で お 過 ご し で し ょ う か 。  

３ 年 前 の 報 告 以 降 、維 持 管 理 シ ス テ ム 工 学 研 究 室 の ス タ ッ フ が 大 き く 変 わ り ま し

た 。一 昨 年 の ９ 月 に 特 任 教 授 の 上 田 多 門 先 生 が 退 職 さ れ 、昨 年 ４ 月 に 新 任 の 准 教

授 と し て 松 本 浩 嗣 先 生 が 着 任 さ れ ま し た 。現 在 、当 研 究 室 は 松 本 浩 嗣 准 教 授 、古

内 仁 助 教 、大 熊 達 也 技 術 職 員 、徳 田 浩 平 技 術 職 員（ 技 術 職 員 は と も に 環 境 機 能 マ

テ リ ア ル 工 学 研 究 室 と ラ イ フ タ イ ム 工 学 研 究 室 も 担 当 ）、 正 木 尚 子 秘 書 の ５ 名 体

制 で 運 営 さ れ て い ま す 。ま た 、研 究 室 に は 、博 士 課 程 ２ 名（ バ ン グ ラ デ ィ シ ュ １

名 、イ ン ド ネ シ ア １ 名 ）、修 士 課 程 ９ 名（ 全 員 日 本 人 ）、４ 年 生 ６ 名（ 全 員 日 本 人 ）

の 学 生 が 在 籍 し て い ま す 。現 在 、私 た ち は 、コ ン ク リ ー ト お よ び 複 合 構 造 物 の 長

期 耐 久 性 と 合 理 的 設 計 法 ・ 維 持 補 修 法 に 関 わ る 研 究 テ ー マ で 、 国 内 企 業 に 加 え 、

諸 外 国 と の 大 学 と 共 同 研 究 を 展 開 し て い ま す 。本 研 究 室 の 情 報 が 、以 下 の ア ド レ

ス に 掲 載 さ れ て い ま す の で ぜ ひ ご 覧 下 さ い 。  

https://w ww.eng. h okudai.ac .jp/lab o /maintena nce/ind e x.ht ml  

お 近 く に お 越 し の 際 は 是 非 研 究 室 に お 立 ち 寄 り 下 さ い 。  

 

 

ラ イ フ タ イ ム エ 学 研 究 室 （ 旧 交 通 施 設 管 理 工 学 分 野 ）  

 

 本 研 究 室 は ， 20 0 9 年 4 月 1 日 に 体 制 を 一 新 し て 設 立 さ れ ， 2010 年 4 月 1 日 に

環 境 創 生 施 設 工 学 研 究 室 か ら ラ イ フ タ イ ム 工 学 研 究 室 に 名 称 を 変 更 し ま し た 。そ

れ 以 降 2020 年 12 月 ま で に ，52 名 の 修 了 生・卒 業 生 を 仕 会 に 送 り 出 し て い ま す 。  

 現 在 ，横 田 弘 特 任 教 授 ，中 村 知 佳 子 秘 書 の 2 名 の ス タ ッ フ と と も に ，大 学 院 博

士 後 期 課 程 学 生 3 名 （ う ち 社 会 人 学 生 2 名 ）， 修 士 課 程 学 生 4 名 ， 学 部 4 年 生 3

名 が 在 籍 し て お り ま す 。結 束 力 が 高 く 家 族 的 な 雰 囲 気 の 中 ，日 々 研 究 や レ ク レ ー

シ ョ ン 等 に 励 ん で お り ま す 。  

 研 究 室 で は ，イ ン フ ラ の ラ イ フ サ イ ク ル マ ネ ジ メ ン ト と し て ，戦 略 的 か つ 合 理

的 な イ ン フ ラ の 設 計 と 維 持 管 理 シ ス テ ム の 連 携 を 目 指 し た 研 究 を 行 っ て い ま す 。

現 在 の 主 な テ ー マ は ，廃 棄 漁 網 の イ ン フ ラ 補 修 材 料 と し て の 適 用 性 評 価 ，コ ン ク

リ ー ト 補 修 材 の 補 修 効 果 持 続 性 評 価 ，イ ン フ ラ 群 に 対 す る 維 持 補 修 シ ナ リ オ の 立

案 ，ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し た イ ン フ ラ の 劣 化 要 因 の 分 析 ， GIS を 用 い

た イ ン フ ラ 劣 化 の 地 域 的 傾 向 分 析 ，イ ン フ ラ の ラ イ フ サ イ ク ル に お け る サ ス テ イ

ナ ビ リ テ ィ 評 価 等 に 関 す る も の で す 。ぜ ひ 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ り ，現 場 や

実 務 の 観 点 か ら の 貴 重 な 話 を お 聞 か せ く だ さ い 。ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま

す 。  

 

 

https://www.eng.hokudai.ac.jp/labo/maintenance/index.html


交 通 ネ ッ ト ワ ー ク 解 析 学 研 究 室  

 

旧 社 会 基 盤 計 画 学 研 究 室 の 卒 業 生 の 皆 様 方 、 お 元 気 で し ょ う か 。  

 2020 年 4 月 か ら 研 究 室 名 を 「 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク 解 析 学 研 究 室 」 に 変 更 し ま し

た 。 次 に 本 研 究 室 の 教 員 に 関 す る 情 報 を ご 紹 介 い た し ま す 。 201 9 年 4 月 に 杉 浦

聡 志 准 教 授 、 202 1 年 4 月 に 峪 龍 一 助 教 が 新 た に 着 任 し ま し た 。 そ の た め 現 在 、

内 田 賢 悦 教 授 、杉 浦 聡 志 准 教 授 、峪 龍 一 助 教 、笹 田 万 希 事 務 補 助 員 と 博 士 後 期 課

程 2 名 ，修 士 課 程 1 1 名 ，学 部 生 6 名 、研 究 生 1 名 の 総 勢 2 4 名 で 活 動 し て お り ま

す 。  

 研 究 室 の 研 究 活 動 に 関 し て は 、多 様 な 社 会 問 題 へ の 解 決 ア プ ロ ー チ を 模 索 し て

お り ま す 。主 に 、自 動 運 転 車 車 両 の 普 及 過 程 を 踏 ま え た 道 路 交 通 政 策 評 価 に 関 す

る 研 究 、災 害 時 に お け る 道 路 網 の 脆 弱 性 に 関 す る 研 究 な ど を 行 っ て い ま す 。ま た 、

恒 例 と な っ て お り ま し た“ 夏 ゼ ミ ”に 関 し て は 、コ ロ ナ 禍 の 影 響 か ら 実 施 で き て

お り ま せ ん が 、学 会 活 動 と し て は 、土 木 計 画 学 研 究 発 表 会 、INSTR  (Inte rnation a l  

Symposium on T ran sportatio n Networ k Reliabilit y) な ど 国 内 外 の 学 会 に 積 極

的 に 参 加 し て お り ま す 。  

皆 様 方 も 御 来 学 の 際 に は 修 士 ・ 卒 論 ゼ ミ に 是 非 ご 参 加 く だ さ い 。 研 究 室 一 同 、

皆 様 と 会 え る 日 を 心 待 ち に し て お り ま す 。  

最 後 に 、当 研 究 室 の HP(https: //trans p ort -netwo rk .eng. h okudai.ac .jp/ )に て 、

活 動 内 容 の 詳 細 を 掲 載 し て お り ま す の で 、 こ ち ら も ご 利 用 く だ さ い 。  

 

 

社 会 資 本 計 画 学 研 究 室  

 

 令 和 2 年 4 月 、 交 通 イ ン テ リ ジ ェ ン ス 研 究 室 は 社 会 資 本 計 画 学 研 究 室 に 名 称

が 変 わ り ま し た 。新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ る 影 響 に よ り 、以 前 な ら 当 た り 前 の よ

う に で き て い た 現 地 調 査 、行 政 や 民 間 企 業 な ど 外 部 と の 打 ち 合 わ せ な ど に 制 約 が

生 じ 、研 究 室 の ゼ ミ も オ ン ラ イ ン 会 議 の 併 用 な ど 、研 究 活 動 は 思 う よ う に 進 め る

こ と が で き な い 状 況 で す が 、学 生 も 教 員 も 工 夫 し な が ら こ の 困 難 を 乗 り 切 る べ く

頑 張 っ て お り ま す 。  

 土 木 系 の 教 員 が 公 共 政 策 大 学 院 に 順 番 に 出 向 の よ う な 形 で 所 属 し て お り ま す

が 、令 和 3 年 4 月 か ら 、高 野 伸 栄 教 授 が 工 学 研 究 院 に 戻 り 、入 れ 替 わ り で 岸 邦 宏

准 教 授 が 公 共 政 策 大 学 院 の 所 属 に な り ま す 。高 野 教 授 、岸 准 教 授 と も に 部 屋 は 今

後 も 同 じ く 、工 学 部 A 棟 3 階 に お り ま す 。引 き 続 き 研 究・教 育・社 会 貢 献 活 動 に

精 力 的 に 取 り 組 ん で 参 り ま す 。  

 学 生 た ち が 研 究 で お 世 話 に な っ た 行 政 や 民 間 企 業 の 皆 様 に 報 告 す る こ と を 目

的 と し て 、卒 業 論 文 、修 士 論 文 を 発 表 す る 場 を 設 け て き ま し た が 、研 究 室 の 名 称

変 更 に 合 わ せ て 発 表 会 も ｢地 域 と 交 通 研 究 会 ｣と し て 、 今 年 度 は Zo om ミ ー テ ィ ン

https://transport-network.eng.hokudai.ac.jp/


グ を 使 っ て オ ン ラ イ ン で 開 催 し 、 多 く の 皆 様 に ご 参 加 い た だ き ま し た 。  

 土 木 工 学 研 究 棟 が で き て 3 年 が た ち 、実 験 室 も 備 品 を 整 備 し て 、研 究 拠 点 と し

て も 充 実 し て き ま し た 。新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に 負 け ず 、研 究 室 の 運 営 も ま す ま す

パ ワ ー ア ッ プ し て 行 き ま す 。今 後 と も 研 究 室 活 動 へ の ご 支 援 と ご 協 力 を よ ろ し く

お 願 い い た し ま す 。  

 

 

先 端 モ ビ リ テ ィ 工 学 研 究 室  

 

先 端 モ ビ リ テ ィ 工 学 研 究 室 （ Lab oratory of Adva n ced Mobility an d 

Transport ation En gineering） は ， 2 0 18 年 度 に 建 設 管 理 工 学 研 究 室 か ら 名 称 変

更 と な り ま し た 。 萩 原 教 授 ， 高 橋 准 教 授 （ 情 報 が 専 門 ）， 井 上 事 務 補 助 員 の ス タ

ッ フ に て 活 動 を 行 っ て い ま す 。 学 生 は ， 博 士 課 程 6 名 ， 修 士 課 程 1 0 名 ， 学 部 学

生 6 名 が 在 籍 し て お り ， ス タ ッ フ と 合 わ せ て 合 計 25 名 の 陣 容 と な っ て い ま す 。  

 研 究 内 容 と し て は ，準 自 動 運 転 環 境 に お け る ド ラ イ バ の 周 辺 認 知 や 各 種 装 置 の

受 容 性 に 注 目 し た 運 転 環 境 の マ ネ ジ メ ン ト や ，交 通 事 故 を 評 価 指 標 と し た エ リ ア

マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る 研 究 ，さ ら に は ，コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン マ ネ ジ メ ン ト ，ア セ

ッ ト マ ネ ジ メ ン ト ，モ ビ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト 等 に つ い て の 一 連 の マ ネ ジ メ ン ト 研

究 を 進 め て い ま す 。ま た ，モ ビ リ テ ィ・ 交 通 の 高 度 化 に 向 け て ，画 像・映 像・セ

ン サ デ ー タ 等 の 解 析 ， Augme nted Real ity や Virtual Real ity を 導 入 し た 手 法 構

築 な ど ， 積 極 的 に 研 究 を 進 め て い ま す 。  

 夏 ゼ ミ な ど の 企 画 は 困 難 な 202 0 年 度 で し た が ， そ ん な 中 で も 毎 週 の ゼ ミ な ど

を 継 続 し て 実 施 し て お り ，学 生・ス タ ッ フ 一 同 ，変 わ り な く 充 実 し た 研 究 活 動 を

行 っ て い ま す 。  

研 究 室・実 験 室 は ，土 木 工 学 研 究 棟（ 新 棟 ）に あ り ま す 。お 近 く に お 寄 り の 際

に は 、 是 非 お 立 ち 寄 り 下 さ る よ う 、 お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



建 築 構 造 工 学 研 究 室  

 

研 究 室 の 卒 業 生 の 皆 さ ま 、お 元 気 で ご 活 躍 の こ と と 思 い ま す 。現 在 研 究 室 の 構

成 は 、岡 崎 太 一 郎 教 授 、 2018 年 10 月 に 東 京 工 業 大 学 よ り 着 任 し た 松 井 良 太 准 教

授 、 麻 里 哲 広 助 教 、 中 屋 洋 子 事 務 員 の 4 名 の ス タ ッ フ 、 ポ ス ド ク 研 究 員 1 名 、

DC3 名 、 MC 11 名 、 卒 論 生 6 名 の 計 20 名 の 学 生 と な っ て お り ま す 。 ポ ス ド ク 含 め

た 21 名 の う ち 8 名 が 海 外 か ら 来 て お り 、 以 前 に も 増 し て 国 際 色 豊 か な 構 成 と な

っ て い ま す 。  

現 在 の 研 究 テ ー マ の 一 例 と し て 今 年 度 の 修 論 題 目 を 挙 げ ま す と 、デ ッ キ プ レ ー

ト 付 合 成 梁 の 繰 返 し 載 荷 性 能 、耐 力 お よ び 塑 性 変 形 性 能 に 着 目 し た 鋼 材 ブ レ ー ス

の デ ー タ ベ ー ス 、減 衰 モ デ ル の 違 い が ブ レ ー ス 付 鋼 架 構 の 弾 塑 性 応 答 に お よ ぼ す

影 響 、と な っ て お り ま す 。他 に も 多 く の 研 究 テ ー マ に 取 り 組 ん で お り ま す が 、特

に 実 験 に お い て は 、新 型 コ ロ ナ の 感 染 拡 大 防 止 に 配 慮 し な が ら と い う 初 め て の 経

験 に 右 往 左 往 し な が ら も 、な ん と か 計 画 通 り に 進 め ら れ る よ う 日 々 努 力 し て お り

ま す 。皆 様 ご 承 知 の よ う に 研 究 室 の 大 切 な モ ッ ト ー は「 よ く 学 び 、よ く 遊 べ 」で

す が 、「 よ く 遊 べ 」 を 行 う こ と が な か な か 難 し い 現 在 の 状 況 で 、 い か に リ フ レ ッ

シ ュ す る か も 悩 ま し い と こ ろ で す 。  

研 究 室 の ホ ー ム ペ ー ジ で は 研 究 内 容 を 詳 し く 紹 介 し て お り ま す 。実 験 の 様 子 や

研 究 室 内 イ ベ ン ト の 写 真 な ど も で き る だ け タ イ ム リ ー に 掲 載 し て お り ま す の で 、

是 非 ご 覧 頂 け ま す よ う よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。な お 、サ ー バ ー の 移 転 に よ り

ホ ー ム ペ ー ジ の UR L が 変 更 に な り ま し た の で ご 注 意 下 さ い 。  

（ 新 URL） htt p://h okudai -st r-eng.j p n.org/  

札 幌 へ お 越 し の 際 は 、 ぜ ひ 研 究 室 に お 立 ち 寄 り 下 さ い 。  

 

 

http://hokudai-str-eng.jpn.org/


構 造 制 御 学 研 究 室 （ 旧 建 築 構 造 計 画 学 研 究 室 ）  

 

 ９ 講 座 を 卒 業 さ れ た 皆 様 、い か が お 過 ご し で し ょ う か 。当 研 究 室 は 、現 在 、菊

地 教 授 、 白 井 准 教 授 、 越 川 助 教 の ３ 名 の 教 員 と 桐 本 事 務 員 、 博 士 課 程 4 名 (う ち

社 会 人 3 人 )、修 士 課 程 7 名 、卒 論 生 5 名 、研 究 生 2 名 の 計 22 名 の 構 成 と な っ て

お り ま す 。ま た 、こ の う ち 4 名 は 留 学 生 と な っ て お り 、国 際 色 豊 か な 研 究 と な っ

て お り ま す 。来 年 度 は 修 士 課 程 へ の 進 学 や 、住 宅 メ ー カ ー へ の 就 職 な ど 各 々 新 た

な 道 へ 進 む 予 定 で す 。  

 現 在 進 行 中 の 研 究 と し て は 次 の よ う に な っ て お り ま す 。 免 震 構 造 に つ い て は 、

加 速 度 低 減 と 変 位 抑 制 を 兼 ね 備 え た 次 世 代 免 震 構 造 の 開 発 を は じ め 、都 市 全 体 が

巨 大 地 震 発 生 後 も 都 市 機 能 を 維 持・継 続 で き る 高 レ ジ リ エ ン ト な 都 市 免 震 シ ス テ

ム の 開 発 や 、免 震 装 置 の 過 大 な 水 平 変 形 等 を 考 慮 し た 長 周 期 地 震 動 対 策 を 行 っ て

お り ま す 。制 振 構 造 に つ い て は 、制 振 効 果 を 最 良 化 す る 最 適 ダ ン パ ー 特 性 と 設 計

手 法 に 関 す る 研 究 を は じ め 、変 位 抑 制 型 ハ イ ブ リ ッ ト 制 振 装 置 の 開 発 な ど を 行 っ

て お り ま す 。 構 造 材 に 関 し て は 、 清 水 /北 大 ロ ジ ッ ク ス 構 造 材 の 共 同 研 究 と し て

画 像 解 析 に よ る コ ン ク リ ー ト ひ ず み の 計 測 な ど を 行 っ て お り ま す 。  

 当 面 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で 様 々 な 制 約 も あ り ま す が 、新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス が 収 束 し て 、ご 来 札 さ れ た 際 は 、ぜ ひ 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。一 同

心 よ り お 待 ち し て お り ま す 。最 後 に な り ま す が 先 輩 方 の 皆 様 の ご 活 躍 、ご 健 勝 を

お 祈 り い た し ま す 。  

 

 

都 市 防 災 学 研 究 室  

 

 7 講 座 を 卒 業 さ れ た 先 輩 方 は い か が お 過 ご し で し ょ う か ．現 在 ，新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス の 第 3 波 が 押 し 寄 せ て ， 災 禍 に 大 変 な ご 苦 労 を さ れ て お ら れ る こ と と 案

じ て お り ま す ．  

 現 在 ，都 市 防 災 学 研 究 室 で は ，髙 井 伸 雄 准 教 授 ，中 嶋 唯 貴 准 教 授 ，野 田 桃 子 事

務 員 の も と ， 修 士 学 生 6 名 （ 修 士 課 程 2 年 生 2 名 ， 修 士 学 生 1 年 生 4 名 ）， 学 部

4 年 生 5 名 の 合 計 1 1 名 の 学 生 が 個 性 豊 か に 活 動 を し て お り ま す ． 卒 論 ・ 修 論 が

無 事 に 終 わ り ， 修 士 2 年 生 は 2 名 と も 就 職 し ， 学 部 4 年 生 は 4 名 が 大 学 院 に 進

学 ， 1 名 は 他 大 学 に 進 学 し ま す ．ま た ，本 年 度 は 新 た に 1 名 の 留 学 生 が フ ィ ジ ー

か ら 加 わ り ， 再 び 7 講 座 に 国 際 化 の 波 が 押 し 寄 せ て き ま し た ．  

 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ り 学 外 に お け る 活 動 に 厳 し い 制 限 が か か っ て

い る 中 ， 当 研 究 室 で は 201 8 年 北 海 道 胆 振 東 部 地 震 の 現 地 調 査 ・ 観 測 ， 夏 季 ・ 冬

季 の 北 見 に お け る 凍 結 に よ る 地 下 構 造 の 変 化 の 観 測 ，ゼ ミ で は オ ン ラ イ ン を 利 用

し た 対 面 を 避 け た 形 式 と 感 染 リ ス ク を 最 小 限 に 抑 え る よ う に 慎 ま し く 活 動 し て

お り ま す ．新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス が 流 行 す る 前 は ，週 に 1 回 程 度 の 会 議 と 題 し た 飲



み 会 を 行 っ て お り ま し た が ，現 在 で は そ れ が 叶 い ま せ ん ．研 究 室 の 一 人 ひ と り が

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 収 束 を 願 っ て お り ， 再 び 週 1 会 議 が 復 活 す る こ と を 楽 し

み に 待 っ て い る 状 況 で す ．  

 こ の よ う な 状 況 で は あ り ま す が ， 7 講 座 OB・ OG の 皆 様 の ご 活 躍 ， ご 健 勝 を お

祈 り す る と と も に ， 健 や か に お 過 ご し な れ ま す よ う お 祈 り す る ば か り で す ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



建 築 デ ザ イ ン 学 研 究 室 （ 旧 建 築 史 意 匠 学 研 究 室 ）  

 

５ 講 座 は 、2018 年 4 月「 建 築 史 意 匠 学 研 究 室 」か ら「 建 築 デ ザ イ ン 学 研 究 室 」

に 改 称 、 2 020 年 度 に 3 年 目 を 迎 え ま し た 。 近 年 で は 、 歴 代 の 先 生 方 ・ 修 了 生 ・

卒 業 生 に よ っ て 受 け 継 が れ 蓄 積 さ れ て き た 、建 築 史 学・建 築 意 匠 学 分 野 の 研 究 成

果・ノ ウ ハ ウ・哲 学 を 発 展 さ せ な が ら 、「 建 築 デ ザ イ ン 」を 軸 に 、北 海 道 の 気 候・

風 土 ・ 文 化 に 根 ざ し つ つ 、 広 く 北 方 圏 を 中 心 と す る グ ロ ー バ ル な 世 界 を 射 程 に 、

研 究 活 動 を 行 な っ て い ま す 。さ ら に 、研 究 か ら 導 き 出 さ れ た 知 見 を 実 践 す る デ ザ

イ ン プ ロ ジ ェ ク ト に も 積 極 的 に 取 り 組 ん で い ま す 。  

 2020 年 度 の 研 究 室 は 、 小 澤 丈 夫 教 授 、 平 輝 助 教 （ 中 国 籍 ）、 野 田 桃 子 事 務 員 、

博 士 課 程 1 名 、 修 士 課 程 12 名 （ 内 留 学 生 1 名 ）、 学 部 ４ 年 生 5 名 の 計 21 名 の 構

成 と な っ て い ま す 。 残 念 な が ら 、 20 2 0 年 度 は 、 COVID -1 9 の 感 染 拡 大 に よ っ て 、

学 生 の 海 外 派 遣 や 留 学 生 の 受 入 れ 、海 外 研 究 調 査 が で き ま せ ん で し た 。今 後 、現

地 で の 調 査 研 究 活 動 や 国 際 交 流 が 早 く 再 開 で き る こ と を 祈 っ て い ま す 。  

 近 年 の 研 究 と プ ロ ジ ェ ク ト の フ ィ ー ル ド は 、道 内 各 地 は も と よ り 日 本 全 国 さ ら

に 海 外 に ま で 及 ん で い ま す 。一 方 で 、北 海 道 に お け る 戦 後 近 現 代 建 築 史・建 築 論・

設 計 論 に つ い て 、工 法 、素 材 、建 築 家 、建 築 関 連 団 体 や 教 育 機 関 に よ る 活 動 に 至

る ま で 、様 々 な 切 り 口 か ら 現 地 調 査 、ヒ ア リ ン グ 、座 談 会 等 を 通 し た 史 料 収 集・

研 究・ア ー カ イ ブ 構 築 に 取 り 組 ん で い ま す 。ま た 、近 年 、研 究 室 が 行 っ た デ ザ イ

ン プ ロ ジ ェ ク ト「 道 の 駅  江 差 」（ リ ノ ベ ー シ ョ ン ）と「 北 海 道 大 学 医 学 部 百 年 記

念 館 」（ 新 築 ） が 20 19 年 に 竣 工 し ま し た 。 研 究 室 の 活 動 に つ い て は 、 HP で 紹 介

し て い ま す の で ぜ ひ ご 覧 く だ さ い 。  

https://5 ko20160 4 .wixsite. com/5 -h i storyandd esign  

 研 究 室（ 工 学 部 A 2 -52 室 ）に は 、数 十 年 に わ た り ５ 講 座 に 受 け 継 が れ て き た 焦

げ 茶 色 の 共 用 テ ー ブ ル も 健 在 で す 。お 時 間 が ご ざ い ま し た ら 、ぜ ひ コ ー ヒ ー で も

飲 み に お 立 寄 り く だ さ い 。  

 

https://5ko201604.wixsite.com/5-historyanddesign


建 築 計 画 学 研 究 室  

 

 皆 様 、 い か が お 過 ご し で し ょ う か 。 当 研 究 室 は 、 専 門 研 究 員 1 名 、 博 士 6 名 、

修 士 2 年 7 名 、修 士 1 年 7 名 、 4 年 生 6 名 、研 究 生 1 名 が 、森 傑 教 授 と 野 村 理 恵

准 教 授 の 指 導 の も と 、 日 々 勉 学 に 励 ん で お り ま す 。 そ の う ち 留 学 生 が 11 名 （ 中

国 、 台 湾 、 モ ロ ッ コ 、 ヨ ル ダ ン 、 ア ン ゴ ラ 、 イ ン ド 、 グ ア テ マ ラ 、 カ ン ボ ジ ア ）

と 半 数 近 く を 占 め 、国 際 色 豊 か な 雰 囲 気 の 中 、こ れ ま で の 研 究 室 の 精 神 を 引 き 継

ぎ な が ら 活 動 し て お り ま す 。  

 研 究 と し て は 、公 共 建 築 の 更 新・再 構 成 、過 疎 地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ 賦 活 、ユ ニ

バ ー サ ル デ ザ イ ン 、各 種 施 設 計 画 、国 内 外 の 農 村 計 画 研 究 な ど を テ ー マ に 、多 角

的 に 展 開 し て い ま す 。今 年 は オ ン ラ イ ン 開 催 と な っ た い く つ か の 学 会 発 表 に お い

て 、ゼ ミ 生 の 多 く が 発 表 賞 を 受 賞 す る な ど 活 躍 を み せ ま し た 。ま た 、実 践 的 展 開

と し て 、フ ィ ー ル ド 調 査 等 が 制 限 を 受 け る な か 、道 内 農 村 部 に お け る 高 校 学 生 寮

の 改 築 計 画 の 基 本 調 査 を オ ン ラ イ ン で 実 施 す る な ど 新 た な 試 み に 挑 戦 し て い ま

す 。な お 、長 年 調 査 や 提 案 を 継 続 し て き た 上 士 幌 町 の 庁 舎 改 修 に に も 引 き 続 き 携

わ る こ と に な り ま し た 。  

 ゼ ミ 生 は 自 主 活 動 と し て 輪 読 会 を 企 画・実 施 し 、論 文 や 書 籍 の テ ー マ に 合 わ せ

て 映 画 鑑 賞 や 街 歩 き 等 を 複 合 さ せ 、活 発 な 議 論 を 行 っ て い ま す 。学 生 同 士 で 設 計

や ア イ デ ア 競 技 に も 多 数 応 募 し 、 優 秀 な 成 績 を お さ め ま し た 。  

 研 究 室 の 活 動 は H P で 紹 介 し て お り ま す の で 是 非 ご 覧 く だ さ い 。  

http://ww w.hokud a iapr.com/  

毎 年 実 施 し て い る 夏 の 8 講 会 に も ど う ぞ ご 参 加 く だ さ い （ 2020 年 度 は 初 め て オ

ン ラ イ ン で 開 催 し ま し た ）。今 後 と も ご 支 援・ご 指 導 の 程 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

 

都 市 地 域 デ ザ イ ン 学 研 究 室  

 

４ 講 座 諸 先 輩 の 皆 様 ，い か が お 過 ご し で し ょ う か 。研 究 室 の 体 制 は ，瀬 戸 口 剛

教 授 ，小 篠 隆 生 准 教 授 ，渡 部 典 大 助 教 ，小 松 弓 事 務 員 に 加 え て ，学 術 研 究 員 と し

て ， 宮 内 孝 ， 鈴 木 等 ， 石 黒 卓 の ３ 名 が 加 わ り ， 博 士 課 程 ４ 名 ， 修 士 課 程 1 0 名 ，

４ 年 生 ３ 名 の 総 勢 2 4 名 で ， 研 究 活 動 お よ び 社 会 活 動 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い ま

す 。  

積 雪 寒 冷 都 市 の 都 市 デ ザ イ ン 研 究 で は ，札 幌 市 都 心 部 や ロ シ ア に お け る 高 層 建

築 や オ ー プ ン ス ペ ー ス を 対 象 に ，風 雪 に 強 い 建 築・都 市 デ ザ イ ン を 開 発 し て い ま

す 。夕 張 市 で の 集 約 型 コ ン パ ク ト シ テ ィ の 形 成 に 向 け た 計 画 研 究 で は ，夕 張 市 立

地 適 正 化 計 画 の 策 定 に 携 わ る と と も に ，計 画・設 計 に 関 わ っ て き た 夕 張 市 拠 点 複

合 施 設 「 り す た 」 が 2020 年 ３ 月 に 供 用 開 始 と な り ま し た 。 研 究 室 と し て ， 同 施

設 で「 北 海 道 赤 レ ン ガ 建 築 賞 」を 受 賞 し ま し た 。国 際 交 流 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス

http://www.hokudaiapr.com/


の 影 響 で 往 来 は 難 し く な り ま し た が ，オ ン ラ イ ン シ ン ポ ジ ウ ム な ど を ロ シ ア や フ

ィ ン ラ ン ド な ど ， 北 極 圏 の 大 学 と 活 発 に 行 っ て い ま す 。  

現 在 ，瀬 戸 口 教 授 は ，工 学 研 究 院 長・工 学 院 長・工 学 部 長 を 務 め て い ま す 。研

究 室 の 活 動 を Ｈ Ｐ と ブ ロ グ に て 紹 介 し て お り ま す の で ，ぜ ひ ご 覧 く だ さ い 。ま た

札 幌 へ お 越 し の 際 は ぜ ひ 研 究 室 お よ び 工 学 部 長 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。研 究 室

ー 同 ， 心 よ り お 待 ち し て お り ま す 。  

研 究 室 HP ア ド レ ス http://ww w.eng.h o kudai.ac. jp/labo / ur -design /  

 

 

環 境 シ ス テ ム 工 学 研 究 室  

 

環 境 シ ス テ ム 工 学 研 究 室 は 202 1 年 2 月 現 在 、 長 野 克 則 教 授 、 葛 隆 生 准 教 授 、

阪 田 義 隆 助 教 、 Ah m ed  Moha med Awwad 博 士 研 究 員 、 角 三 幸 事 務 補 助 員 の ス タ ッ フ

5 名 と 、 博 士 課 程 4 名 (社 会 人 1 名 )、 修 士 課 程 14 名 、 学 生 5 名 、 研 究 生 2 名 で

研 究 ・ 活 動 を 行 っ て い ま す 。 41 年 間 と い う 長 期 間 、 研 究 室 の 活 動 を 支 え て く だ

さ い ま し た 中 村 真 人 技 術 専 門 員 は 202 0 年 3 月 で 定 年 退 職 と な り 、ま た 、 13 年 間

に 亘 っ て 稚 内 形 質 頁 岩 を 応 用 し た デ シ カ ン ト 空 調 技 術 や 吸 着 式 ヒ ー ト ポ ン プ の

研 究 開 発 に ご 尽 力 さ れ た 外 川 純 也 客 員 准 教 授 (民 間 か ら の 共 同 研 究 員 )は 、 2019

年 5 月 に 共 同 研 究 先 の 日 本 熱 源 シ ス テ ム 株 式 会 社 の 滋 賀 工 場 に 異 動 と な り ま し

た 。  

研 究 活 動 と し て は 、 2019 年 度 よ り 葛 准 教 授 は 、 NE DO「 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 熱

利 用 に か か る コ ス ト 低 減 技 術 開 発 」事 業 に お い て 、「 寒 冷 地 の ZEB・ ZEH に 導 入 す

る 低 コ ス ト・高 効 率 間 接 型 地 中 熱 ヒ ー ト ポ ン プ シ ス テ ム の 技 術 開 発 」を 研 究 テ ー

マ と し て 採 択 さ れ 、寒 冷 地 の 地 中 熱 ヒ ー ト ポ ン プ シ ス テ ム の 低 コ ス ト 化 の 技 術 開

発 に 取 り 組 ん で い ま す 。 ま た 、 2020 年 度 よ り 長 野 教 授 を 研 究 代 表 と し て 、 NEDO

「 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 熱 利 用 に か か る コ ス ト 低 減 技 術 開 発 」事 業 の「 高 度 化・低

コ ス ト 化 の た め の 共 通 基 盤 技 術 開 発 」を 受 託 し 、見 か け 熱 伝 導 率 の 推 定・評 価 技

術 、簡 易 TRT 技 術 、設 計 ツ ー ル の 規 格 化 を 目 指 す 研 究 に 励 ん で い ま す 。ま た 、長

野 教 授 は ス マ ー ト コ ミ ュ ニ テ ィ と ZEB、葛 准 教 授 は 真 空 断 熱 材 、阪 田 助 教 は 地 下

水 の 熱 利 用 な ど と い っ た そ れ ぞ れ の 独 自 の 研 究 も 行 っ て い ま す 。  

2020 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 影 響 の た め 、 歓 迎 会 ・ 送 別 会 な ど の

飲 み 会 、屋 外 で の ジ ン ギ ス カ ン パ ー テ ィ 、研 究 室 旅 行 な ど と い っ た 研 究 室 イ ベ ン

ト は 中 止 と な っ て し ま い ま し た が 、研 究 室 の 活 動 は 活 発 に 行 っ て お り ま す 。卒 業

生 の 皆 様 に お か れ ま し て は 札 幌 に お 越 し の 際 に は 是 非 と も 研 究 室 に お 立 ち 寄 り

く だ さ い 。  

研 究 室 URL： h ttps: //www.eng .hokuda i .ac.jp/la bo/envs y s/  

 

 

http://www.eng.hokudai.ac.jp/labo/ur-design/
https://www.eng.hokudai.ac.jp/labo/envsys/


建 築 環 境 学 研 究 室  

 

建 築 環 境 学 研 究 室（ 6 講 座 ）卒 業 生 ・ 修 了 生 の 皆 様 、い か が お 過 ご し で し ょ う

か 。本 研 究 室 で は 、こ の 春 、大 き な 変 化 が 起 こ り ま す 。長 年 、学 生 の ご 指 導 や 研

究 室 の 運 営 に ご 尽 力 い た だ い た 羽 山 広 文 教 授 が 、 令 和 3 年 3 月 を も っ て 退 官 さ

れ ま す 。空 調 設 備 を 学 ん で い た 学 生 を は じ め 、多 く の 先 輩 方 が 、先 生 か ら 懇 切 丁

寧 に ご 指 導 い た だ い た こ と と 拝 察 い た し ま す 。  

さ て 、今 年 度 は 羽 山 広 文 教 授 、森 太 郎 准 教 授 、小 松 弓 事 務 員 の 計 3 名 の ス タ ッ

フ の も と 、博 士 課 程 7 名 、修 士 課 程 1 0 名 、学 部 ４ 年 生 5 名 の 計 22 名 で 活 動 し て

ま い り ま し た 。ま た 、今 年 度 の 秋 よ り 、八 戸 高 専 か ら 馬 渡 先 生 が 内 地 留 学 で 来 ら

れ ま し た 。研 究 に 関 し て は 、生 産 施 設 や デ ー タ セ ン タ ー の 高 効 率 空 調・換 気 シ ス

テ ム に 関 す る 研 究 、健 康 関 連 デ ー タ・気 象 デ ー タ と 住 宅 性 能 に 関 す る 研 究 、建 物

の 室 内 環 境 お よ び エ ネ ル ギ ー 消 費 量 の 実 態 調 査 と シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な ど 、時 に は

協 力 企 業 の 方 々 と リ モ ー ト で 連 携 し な が ら 研 究 を 進 め て お り ま す 。  

研 究 室 活 動 で は 、新 型 コ ロ ナ の 影 響 で 、例 年 先 生 方 が サ ポ ー ト し て く だ さ っ て

い る 北 欧 諸 国 へ の 視 察 や 交 流 活 動 が 行 え ず 、悔 し い 思 い を し た 学 生 も お り ま し た 。

一 方 、常 日 頃 か ら 人 々 の 健 康 と 空 間 性 能 の 結 び つ き を 学 習 し て い る か ら こ そ 取 り

組 め た 研 究 も あ り 、コ ロ ナ 禍 や ア フ タ ー コ ロ ナ に お い て 取 り 組 む べ き 課 題 に つ い

て 知 見 を 得 て ま い り ま し た 。  

最 後 に な り ま す が 、皆 様 か ら の 日 頃 の ご 支 援・ご 指 導 に 感 謝 申 し 上 げ ま す 。ご

来 札 の 折 に は 、ぜ ひ 研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。一 同 、心 よ り お 待 ち し て お り

ま す 。 皆 様 方 の 益 々 の ご 活 躍 を 祈 念 し 、 結 び と さ せ て い た だ き ま す 。  

 

 

環 境 空 間 デ ザ イ ン 学 研 究 室  

 

 環 境 空 間 デ ザ イ ン 学 研 究 室 の 卒 業 生・修 了 生 の 皆 様 ，い か が お 過 ご し で し ょ う

か 。 202 0 年 ４ 月 に 国 立 保 健 医 療 科 学 院 よ り 林 基 哉 教 授 が 着 任 し ， 菊 田 弘 輝 准 教

授 ，桐 本 絵 美 事 務 員 ，博 士 課 程 1 名 ，修 士 課 程 ８ 名 ，学 部 ４ 年 ５ 名 ，研 究 生 １ 名

の 計 18 名 体 制 で 活 動 し て い ま す 。  

 本 研 究 室 で は 新 体 制 の 下 で ，都 市・建 築・人 に や さ し い 環 境 デ ザ イ ン を 工 学 的

に 解 明 し て い く こ と を 目 標 に ， ZEB・ Z EH，環 境 建 築 ，健 康 住 宅 の 研 究 開 発 及 び 普

及 啓 発 に 加 え て ，新 た に 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 に 関 連 す る 建 築 衛 生 の 分

野 に も 領 域 を 広 げ て い ま す 。現 在 は ，ク ラ ス タ ー 発 生 空 間 の 調 査 ，感 染 リ ス ク 低

減 に 向 け た 技 術 開 発 を 産 学 官 連 携 で 行 っ て い ま す 。サ ス テ ィ ナ ブ ル デ ザ イ ン ，ゼ

ロ エ ミ ッ シ ョ ン ，公 衆 衛 生 の 観 点 か ら ，今 後 も 引 き 続 き 研 究・教 育・社 会 貢 献 に

努 め て 参 り ま す 。  

 最 後 に な り ま す が ，コ ロ ナ 禍 の 影 響 で ，研 究 室 と し て の イ ベ ン ト が ほ と ん ど 行



わ れ て い ま せ ん が ，ご 来 礼 の 際 に は ，是 非 と も 工 学 部 A 棟 2 階 の A2-09 室（ 林 ），

A2-08 室（ 菊 田 ）， N 2 -11 室（ 学 生 ）ま で お 越 し 頂 き ，貴 重 な ア ド バ イ ス を 頂 け ま

す よ う ， 宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 研 究 室 一 同 ， 心 よ り お 待 ち し て お り ま す 。 

URL： http ://hoku d ai -arch-l ab-10.w i xsite.com /home  

 

 

建 築 構 造 性 能 学 研 究 室  

 

皆 様 ，い か が お 過 ご し で し ょ う か 。建 築 構 造 性 能 学 研 究 室（ 2 講 座 ）で は ，2020

年 3 月 に 飯 場 正 紀 教 授 が ，2020 年 6 月 に 高 瀬 志 野 事 務 員 が 退 職 さ れ ま し た 。2020

年 度 の 当 研 究 室 ス タ ッ フ は ， 石 井 建 助 教 と ， 2 020 年 6 月 に 着 任 さ れ た 桐 本 絵 美

事 務 員 の 計 2 名 で す 。大 学 院 生 ・ 卒 論 生 は ，修 士 2 年 生 1 名 ・ 修 士 1 年 生 1 名 ・

学 部 4 年 生 2 名 の 計 4 名 で す 。 一 昔 前 の 研 究 室 規 模 か ら 考 え ま す と 少 人 数 で す

が ， 各 自 た い へ ん 元 気 に し て お り ま す 。  

研 究 活 動 で は ，盛 ん に 実 施 さ れ て い た 構 造 実 験 に 代 え て ，主 と し て コ ン ピ ュ ー

タ を 用 い た 数 値 解 析 に 取 り 組 ん で い ま す 。キ ー ワ ー ド と し て ，地 震 応 答 解 析・免

震 構 造・地 震 観 測 記 録・地 盤 と 建 物 の 動 的 相 互 作 用・地 震 入 力 エ ネ ル ギ ー・デ ジ

タ ル 画 像 解 析 な ど が 挙 げ ら れ ま す 。昨 今 の 状 況 に よ り ，学 生 の 登 校 す る 機 会 が 大

幅 に 制 限 さ れ ま し た 。研 究 室 や 実 験 室 が 例 年 に 比 べ て 閑 散 と し て い ま す が 、解 析

的 な 研 究 は リ モ ー ト ワ ー ク 化 の 影 響 を 比 較 的 受 け に く い も の と 感 じ ま す 。  

研 究 室 の ゼ ミ は ほ ぼ オ ン ラ イ ン で 実 施 で き て い ま す が ，そ の 他 の 会 合 や イ ベ ン

ト 等 は 軒 並 み 中 止 と な り 寂 し い 限 り で す 。そ の よ う な 中 で ，心 温 ま る お 言 葉 や 差

し 入 れ 等 を 多 数 い た だ き ま し て 大 変 あ り が と う ご ざ い ま す 。札 幌 に お 越 し の 際 に

は ，工 学 部 A 棟 A6- 03 室・ A5- 51 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。 O B・ OG の 皆 様 の ご 健

勝 を お 祈 り 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

建 築 材 料 学 研 究 室  

 

本 年 度 の 建 築 材 料 学 研 究 室 は ,千 歩 修 教 授 、 北 垣 亮 馬 准 教 授 、 中 屋 洋 子 事 務 補

助 員 の も と ,卒 論 生  4 名 ,修 士 課 程  ９ 名 , 博 士 課 程 0 名 、 共 同 研 究 員 2 名 の 計

12 名 で 日 々 研 究 活 動 に 勤 し ん で お り ま す 。  

現 在 、 取 り 組 ん で い る 研 究 の テ ー マ は ,コ ン ク リ ー ト 分 野 で は 補 修 材 の 反 応 メ

カ ニ ズ ム 、遷 移 帯 を 中 心 と し た 研 究 、高 分 子 分 野 で は 、高 度 分 析 技 術 の 確 立 に 関

す る 研 究 を 中 心 に 進 め て い ま す 。具 体 的 に は 、コ ン ク リ ー ト 分 野 で は 、新 し く 導

入 さ れ た ナ ノ イ ン デ ン タ ー を 用 い た 弾 性 率 分 布 の 実 測 と 評 価 、 Cryosuc ti on 

puressure に 基 づ く 凍 害 破 壊 メ カ ニ ズ ム 、補 修 後 の コ ン ク リ ー ト 表 面 の 化 学 分 析

と い っ た と こ ろ で す 。ま た 、高 分 子 系 の 研 究 で は 、建 設 系 高 分 子 の 複 雑 な 構 成 に

http://hokudai-arch-lab-10.wixsite.com/home


も 対 応 し た 分 析 技 術 を 世 界 に 先 駆 け て 確 立 を す る こ と を 目 標 に 、二 次 元 相 関 法 を

用 い た I R 分 析 、 含 有 フ ィ ラ ー の m igra tion 分 析 、 表 面 の 寸 法 変 化 に 伴 う 応 力 分

布 の 推 定 な ど を 中 心 に 検 討 を 進 め て い ま す 。  

今 年 度 は コ ロ ナ 禍 で 研 究 の 推 進 に 大 変 苦 労 し ま し た 。そ の か わ り に 大 掃 除 を た

く さ ん や り ま し た 。単 な る 大 掃 除 だ け で な く 、老 朽 化 し た 実 験 棟 の ま わ り の 地 盤

改 良 を や っ て 舗 装 を 打 ち 替 え た り 、ほ ぼ 土 木 工 事 の よ う な こ と も 始 め ま し た 。（ 写

真 ）  

今 後 し ば ら く は 活 動 に 不 安 な 要 素 が あ る か と 思 い ま す が 、 助 け 合 っ て 乗 り 越 え 、

い い 研 究 が で き れ ば と 思 っ て い ま す 。先 輩 方 の ご 活 躍 ご 健 勝 を お 祈 り い た し ま す 。 

研 究 室 WEB サ イ ト ： https:/ /aml.en g .hokudai. ac.jp/  

 

 

環 境 地 質 学 研 究 室  

 

2021 年 2 月 現 在 、 佐 藤 教 授 、 大 竹 准 教 授 、 菊 池 助 教 、 竹 田 客 員 教 授 、 上 杉 技

術 補 助 員 、木 下 研 究 員 、星 秘 書 、石 岡 秘 書 の ス タ ッ フ 8 名 と 、博 士 課 程 8 名（ う

ち 社 会 人 1 名 ）、 修 士 課 程 9 名 、 学 部 生 ６ 名 、 研 究 生 4 名 の 総 勢 35 名 で 日 々 研

究 ・ 教 育 に 励 ん で お り ま す 。 4 月 か ら は さ ら に 6 名 の 学 部 生 も 加 わ る 予 定 で す 。

留 学 生 は ザ ン ビ ア 、 マ ラ ウ イ 、 カ ン ボ ジ ア 、 イ ン ド ネ シ ア 、 中 国 、 フ ィ リ ピ ン 、

エ チ オ ピ ア の 各 国 か ら 迎 え て い ま す 。  

こ の 3 年 間 の 間 に 当 研 究 室 か ら 5 名 の 博 士 が 誕 生 し 、 国 内 外 の 研 究 機 関 等 で

研 究 者・技 術 者 と し て 活 躍 し て い ま す 。ま た 昨 年 度 の 修 士 修 了 者 は 博 士 進 学 者 1

名 に 加 え 、 研 究 機 関 に 1 名 、 民 間 企 業 に 5 名 が 就 職 し ま し た 。  

2018 年 ～ 2019 年 度 に は ザ ン ビ ア 、 ミ ャ ン マ ー 、 カ ン ボ ジ ア 、 南 ア フ リ カ 、 タ

イ と い っ た 海 外 の フ ィ ー ル ド 調 査 に 学 生・ス タ ッ フ と も に 活 発 に 飛 び 回 っ て い ま

し た 。 残 念 な が ら 、 2020 年 度 は 感 染 症 拡 大 の 影 響 を 受 け て 海 外 で の フ ィ ー ル ド

調 査 や 国 際 学 会 へ の 参 加 機 会 が 減 っ て し ま い ま し た が 、代 わ り に 多 数 の 学 会 発 表

（ オ ン ラ イ ン を 含 む ）や 投 稿 論 文 と し て 研 究 内 容 を 社 会 に 発 信 す る こ と と な り ま

し た 。 結 果 と し て 、 戸 田 さ ん （ 日 本 腐 植 物 質 学 会 ）、 西 木 く ん （ 日 本 粘 土 学 会 ）、

Frances さ ん（ 資 源 地 質 学 会 ）、 K aito く ん（ 日 本 原 子 力 学 会 ）が 各 学 会 か ら 発 表

賞 等 を 頂 い て い ま す 。  

研 究 室 の 最 近 の 活 動 や 論 文・発 表 の 詳 細 に つ い て は 、当 研 究 室 の ホ ー ム ペ ー ジ

（ http:/ /eg -hok ud ai.com） を ご 覧 下 さ い 。 お 近 く に お 越 し の 際 に は 、 是 非 と も

研 究 室 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。 一 同 、 心 よ り お 待 ち し て お り ま す 。  

 

 

 

 

https://aml.eng.hokudai.ac.jp/
http://eg-hokudai.com/


資 源 循 環 材 料 学 研 究 室  

 

 卒 業 生 の 皆 様 ，い か が お 過 ご し で し ょ う か ？  現 在 の 研 究 室 の 布 陣 は ，胡 桃 澤

清 文 准 教 授 と 一 昨 年 か ら 新 た に 加 わ っ た 加 藤 昌 治 助 教 ，修 士 課 程 3 名（ う ち 修 了

予 定 者 1 名 ， 中 国 人 留 学 生 1 名 ）， 学 部 生 4 名 （ う ち 卒 業 予 定 の 4 年 生 2 名 ） の

総 勢 9 名 で 日 々 教 育・研 究・勉 学 に 励 ん で い ま す 。 1 名 の 修 了 予 定 者 は 就 職 も 決

ま り ，新 た な 旅 立 ち の 準 備 を 始 め て い ま す 。卒 業 予 定 者 は 2 名 と も 大 学 院 に 進 学

予 定 と な っ て お り ， ま た 4 月 か ら は 新 た に 二 人 目 の 中 国 人 留 学 生 も 加 わ る 予 定

で ， 研 究 室 で の こ れ か ら の 活 躍 に 期 待 が か か り ま す 。  

 研 究 室 で は ，全 体 ゼ ミ や テ ー マ ご と の グ ル ー プ ゼ ミ を 行 い ，研 究 に 日 々 邁 進 し

て い ま す 。現 在 の 研 究 テ ー マ は ，セ メ ン ト の 水 和 反 応 メ カ ニ ズ ム の 解 明 ，多 孔 体

中 の 物 質 移 動 予 測 モ デ ル の 構 築 ， セ メ ン ト 硬 化 体 の 3 次 元 イ メ ー ジ に よ る 物 性

予 測 モ デ ル の 構 築 ， サ ー モ ポ ロ メ ト リ ー 及 び プ ロ ト ン NMR に よ る 細 孔 構 造 の 測

定 ，副 産 物 で あ る フ ラ イ ア ッ シ ュ・ス ラ グ の 有 効 利 用 ，ジ オ ポ リ マ ー コ ン ク リ ー

ト の 創 製 ，凍 害 劣 化・乾 燥 収 縮 機 構 の 解 明 と 予 測 モ デ ル の 構 築 ，高 強 度 高 緻 密 コ

ン ク リ ー ト の 透 水 性 評 価 な ど の 幅 広 い テ ー マ に 取 り 組 ん で い ま す 。 研 究 室 の 近

況・詳 細 に つ い て は ，当 研 究 室 の ホ ー ム ペ ー ジ（ ht tps:// em r.eng.hok udai.ac . jp/）

を ご 覧 く だ さ い 。ま た ，札 幌 に お 越 し の 際 に は ，ぜ ひ 研 究 室 に も お 立 ち 寄 り く だ

さ い 。  

 

 

 

 

https://emr.eng.hokudai.ac.jp/


 

 

資 源 再 生 工 学 研 究 室  

 

選 鉱 学 ，鉱 物 処 理 工 学 ，そ し て 資 源 再 生 工 学 研 究 室 の 卒 業 生 の 皆 さ ま ，い か が

お 過 ご し で し ょ う か ？ 恒 川 昌 美 名 誉 教 授 や ，平 島 剛 先 生 は 元 気 に ご 活 躍 さ れ て お

り ，恒 川 先 生 は 資 源・素 材 学 会 会 報 誌 の 鉱 物 処 理 リ レ ー 講 座 を 担 当 さ れ ，研 究 生

活 や 研 究 室 の 歴 史 に つ い て 執 筆 さ れ ま し た 。ま た 九 州 大 学 の 教 授 と し て ご 活 躍 中

の 笹 木 圭 子 先 生 を は じ め ， 研 究 室 に 関 わ っ た OB・ O G の 皆 様 も ご 活 躍 さ れ て い る

こ と と 思 い ま す 。 2 021 年 1 月 末 現 在 ， 広 吉  直 樹  教 授 ， 伊 藤  真 由 美  准 教 授 ，

朴  一 煥  助 教 ，全  商 希  助 教 と 佐 々 木 秘 書 の 5 名 の ス タ ッ フ の 下 ，博 士（ カ ン ボ

ジ ア 1 名 ，ベ ト ナ ム 1 名 ，ザ ン ビ ア 1 名 ，韓 国 1 名 ， ﾊﾟｷｽﾀﾝ 1 名 ），修 士 2 年 9

名 （ 内 ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ 1 名 ， 韓 国 1 名 ） ， 修 士 1 年 5 名 ， 学 部 4 年 6 名 ， 研 究 生 ｼﾞﾝﾊﾞ

ﾌﾞｴ 1 名 ，ス タ ッ フ ・学 生 併 せ て 約 30 名 が 選 鉱 ・ 製 錬 か ら 資 源 リ サ イ ク リ ン グ・

環 境 保 全 に 至 る 広 範 囲 の 研 究 に 日 々 に ぎ や か に 取 り 組 ん で い ま す 。Carlit o 助 教

は ，ｵｰｽﾄﾗ ﾘｱ・ﾆｭｰ ｻｳｽ ｳｪｰﾙｽﾞ大 学 に 異 動 さ れ ，本 研 究 室 の 博 士 課 程 修 了 の 朴 (P a rk)

君 （ 資 源 再 生 所 属 ） ， 全 ( Jeon)さ ん （ 北 大 -九 大 の 共 同 資 源 専 攻 所 属 ） が ， 助 教

と し て 採 用 さ れ 活 躍 し て い ま す 。 202 0 年 度 は コ ロ ナ 禍 に あ り な が ら ， 各 実 験 室

の 実 験 予 約 制 や 各 種 ル ー ル の も と ，一 度 の 混 乱 や 閉 鎖 も な く ，元 気 に し っ か り 研

究 活 動 を 続 け て お り ま す 。資 源・素 材 学 会 は 春 大 会 は 直 前 で 中 止 に な り ま し た が

秋 大 会 以 降 は オ ン ラ イ ン 開 催 と な り ，国 際 会 議 も オ ン ラ イ ン 開 催 が あ り ，学 生 た

ち の 学 会 発 表 デ ビ ュ ー も 順 調 に 進 ん で お り ま す 。ま た ，今 年 は 先 生 方 も 上 級 生 た

ち も 海 外・国 内 出 張 が 減 っ た た め か ，論 文 ラ ッ シ ュ で 過 去 最 高 を 記 録 し て い ま す 。

学 生 た ち の 研 究 成 果 の 詳 細 は 研 究 室 ホ ー ム ペ ー ジ （ http ://mp -

er.eng.ho kudai.a c .jp/index jp.htm） を ご 覧 く だ さ い 。  

 

 

資 源 マ ネ ー ジ メ ン ト 研 究 室  

 

 資 源 マ ネ ー ジ メ ン ト 研 究 室 は 2 017 年 4 月 の 「 北 海 道 大 学 ― 九 州 大 学 共 同 資 源

工 学 専 攻 」（ 共 同 教 育 課 程 、修 士 課 程 ）の 設 立 に 合 わ せ て 開 設 さ れ 、 2 021 年 4 月

に は 開 設 後 5 年 目 を 迎 え ま す 。  

資 源 マ ネ ー ジ メ ン ト 研 究 室 で は 、資 源 に 関 す る 社 会 、政 治 、経 済 な ど の 課 題 を

研 究 対 象 と し て い ま す 。 具 体 的 に は 、 主 に ア フ リ カ の 資 源 産 出 国 を 対 象 と し て 、

資 源 開 発 に 関 す る ロ イ ヤ リ テ ィ の 問 題 、 資 源 開 発 企 業 に よ る C SR が 資 源 開 発 地

域 に も た ら す 影 響 、資 源 産 出 国 に お け る 資 源 の 加 工 に よ る 付 加 価 値 化 の 課 題 の 他 、

国 ・ 地 域 に よ る シ ェ ー ル ガ ス ・ オ イ ル 開 発 の 進 捗 の 違 い に 関 す る S LO (S ocial 

License t o Opera t e)の 影 響 な ど に つ い て 研 究 を 行 っ て い ま す 。  

http://mp-er.eng.hokudai.ac.jp/indexjp.htm
http://mp-er.eng.hokudai.ac.jp/indexjp.htm


 2020 年 度 は 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 海 外 に お け る 現 地 調 査 を 行 う こ

と が で き ず 、こ れ ま で 関 係 を 築 い て き た 現 地 の 関 係 者 と の メ ー ル の や り 取 り に よ

る 情 報 収 集 分 析 、資 源 開 発 に 関 す る 法 令 、裁 判 例 、報 道 な ど の 資 料 の 収 集 分 析 に

よ り 研 究 を 進 め ま し た 。 2 021 年 度 は 状 況 が 良 く な り 、 海 外 に お け る 調 査 を 行 え

る よ う に な る こ と を 期 待 し て い ま す 。  

ま だ 、 若 い 研 究 室 で す が 、 今 後 共 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  

 

 

岩 盤 力 学 研 究 室  

 

2021 年 1 月 現 在 、 当 研 究 室 は 、 藤 井 義 明 教 授 、 児 玉 淳 一 准 教 授 、 福 田 大 祐 助

教 、 菅 原 隆 之 技 術 専 門 職 員 、 博 士 3 人 （ ザ ン ビ ア ・ 中 国 ・ ナ イ ジ ェ リ ア ）、 修 士

11 人 （ 中 国 2）、 4 年 生 5 人 （ 女 子 1）、 3 年 生 7 人 （ 女 子 2） で 構 成 さ れ て い ま

す 。  

 菅 原 さ ん は 今 年 度 一 杯 で 退 職 と な り ま す 。長 年 に わ た る 、当 研 究 室 の み な ら ず

環 境 循 環 シ ス テ ム 部 門 の 教 育・研 究 へ の 尽 力 に 心 か ら 感 謝 し て 、暖 か く 送 り 出 し

た い の で す が 、コ ロ ナ に よ り 、盛 大 な 慰 労 会 な ど を 開 催 す る こ と が 難 し く 、大 変

も ど か し い 限 り で す 。  

 現 在 の 研 究 テ ー マ は 、露 天 鉱 山 残 壁 や 道 路 沿 線 岩 盤 斜 面 の 安 定 性・ト ン ネ ル の

変 状・石 炭 の 地 下 ガ ス 化・岩 石 の 動 的 破 壊・岩 石 の 浸 透 率 に 関 す る 基 礎 的 研 究 な

ど 、 学 生 の 就 職 先 は 資 源 系 ・ ゼ ネ コ ン ・ コ ン サ ル ・ 公 務 員 な ど で す 。  

コ ロ ナ の 影 響 で 、教 員 の 国 内・国 際 学 会 で の 発 表 は も ち ろ ん 、留 学 生 の 受 け 入

れ や 国 内・国 際 学 会 へ の 学 生 派 遣 な ど に 、多 大 な 影 響 が 出 て お り ま す が 、こ れ か

ら も 、岩 盤 力 学 の 発 展 に 貢 献 で き る よ う に 、ま た 、皆 様 の 出 身 研 究 室 と し て 恥 ず

か し く な い よ う 、教 育・研 究 に 全 力 を 尽 く し て い き た い と 思 い ま す の で 、引 き 続

き 、 皆 様 方 の 御 支 援 （ 具 体 的 に は た と え ば ビ ー ル 券 の こ と で す ）・ 御 協 力 （ 具 体

的 に は た と え ば 奨 学 寄 附 金 の こ と で す ）を 、何 卒 、よ ろ し く 、お 願 い い た し ま す ！  

 



 

地 圏 物 質 移 動 学 研 究 室  

 

鉱 山 機 械 学 ，開 発 機 械 学 ，地 殻 環 境 工 学 ，地 圏 環 境 工 学 ，そ し て 地 圏 物 質 移 動

学 研 究 室 の 歴 代 OB の 皆 様 ， お 元 気 で 過 ご し て お ら れ る で し ょ う か ？ こ ち ら は 五

十 嵐 敏 文  教 授 ，原 田 周 作  准 教 授 ，寺 岡 理 帆  秘 書 と 松 尾 直 子  秘 書 の 4 名 の ス タ

ッ フ と 24 名 の 学 生 達 で 仲 良 く や っ て お り ま す 。  

最 近 の 出 来 事 を 振 り 返 る と ， 20 18 年 に 五 十 嵐 先 生 が 還 暦 を 迎 え ， 研 究 室 メ ン

バ ー と 札 幌 在 住 OB の 有 志 数 名 で パ ー テ ィ を 開 き ま し た 。 パ ー テ ィ と い っ て も 普

通 の 居 酒 屋 で ，長 机 を 囲 ん で 主 役 そ っ ち の け で 語 り 合 う と い う カ ジ ュ ア ル な 会 で

し た 。 と は い え ， 赤 い ち ゃ ん ち ゃ ん こ は 忘 れ ず に 用 意 し た こ と を 申 し 添 え ま す 。 

ま た 20 20 年 度 は ， コ ロ ナ 禍 に よ り 研 究 室 に 出 入 り す る こ と さ え 制 限 さ れ る

日 々 で し た 。卒 業 式 や 運 動 会 な ど ，大 学 の 恒 例 行 事 は ほ ぼ 中 止 で し た 。感 染 拡 大

を 少 し で も 避 け る た め に ，研 究 室 を 閉 鎖 し て 全 員 を 自 宅 待 機 さ せ る よ う な 時 期 も

あ り ま し た 。 そ れ で も B4 と M2， そ し て D3 は 何 と か 無 事 に 卒 論 ， 修 論 ， 博 論 を

書 き 終 え る こ と が で き ま し た 。  

今 後 の 状 況 が 見 え な い た め ，「 札 幌 に お 越 し の 際 は 是 非 お 立 ち 寄 り 下 さ い 」 と

い う お 誘 い の 言 葉 が 使 え な い こ と が 残 念 で す 。い つ の 日 か 皆 様 と 直 接 お 会 い し て

語 り 合 え る こ と を 祈 っ て お り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

資 源 生 物 工 学 研 究 室 （ 旧 地 殻 工 学 研 究 室 ）  

 

保 安 学 研 究 室 ，資 源 環 境 工 学 研 究 室 ，地 圏 フ ィ ー ル ド 工 学 研 究 室 ，地 殻 工 学 研

究 室 ，資 源 生 物 工 学 研 究 室 の 卒 業 生 お よ び 修 了 生 の 皆 様 ，い か が お 過 ご し で し ょ

う か 。 当 研 究 室 は ， そ の 名 称 が 2 014 年 4 月 よ り 資 源 生 物 工 学 研 究 室 に 変 更 と な

り ，そ の 専 門 分 野 と し て 資 源・環 境 に お け る 諸 課 題 へ の バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー の 応

用 に 関 す る 研 究 分 野 を 担 当 す る こ と に な り ま し た 。将 来 的 に は ，当 コ ー ス お よ び

当 専 攻 の 学 部 生 お よ び 学 院 生 を 対 象 と し た 資 源 生 物 工 学 に 関 す る 授 業 科 目 を 充

実 さ せ て 行 き た い と 考 え て い ま す 。  

現 在 （ 2 021 年 2 月 ） の 研 究 室 は ， 川 﨑 了 教 授 ， 中 島 一 紀 准 教 授 ， Sivak umar 

Gowthaman 学 術 研 究 員 ，多 田 仁 美 秘 書 の ス タ ッ フ 4 名 に 加 え ，学 生 は 学 院 の 博 士

後 期 課 程 3 名 （ ス リ ラ ン カ 1 名 ， バ ン グ ラ デ シ ュ 1 名 ， イ ン ド 1 名 ）， 修 士 課 程

11 名（ 中 国 2 名 を 含 む ），学 部 の 4 年 7 名 ，3 年 5 名 の 合 計 30 名 で 構 成 さ れ て い

ま す 。  

研 究 テ ー マ と し て は ，自 然 の 微 生 物 ま た は 生 物 由 来 の 酵 素 を 利 用 し た 地 盤 固 化

技 術 ，酵 素 を 用 い た 無 機 材 料 作 製 ，バ イ オ 分 子 － 金 属 界 面 の 相 互 作 用 を 利 用 し た

資 源 回 収 ，な ど に 取 り 組 ん で お り ま す 。学 生 は 国 内 外 の 様 々 な 学 会 に お い て ，講

演 賞 や ポ ス タ ー 賞 な ど を 受 賞 し て お り ま す 。詳 細 に つ い て は ，当 研 究 室 の ホ ー ム

ペ ー ジ（ h ttps:// br e.eng.hok udai.ac . jp/）に 掲 載 し て い ま す の で ，お 時 間 が 許

す 時 に 是 非 ご 覧 い た だ け れ ば 幸 甚 で す 。  

卒 業 生・修 了 生 の 皆 様 ，札 幌 近 郊 に お 越 し の 際 に は ，当 研 究 室 に お 気 軽 に お 立

ち 寄 り 下 さ い 。当 研 究 室 の ス タ ッ フ お よ び 学 生 一 同 ，心 か ら お 待 ち し て お り ま す 。 

 

 

博 士 後 期 課 程 修 了 学 生 の 歓 送 会 を 開 催 し た 時 の 集 合 写 真 （ 2020 年 9 月 ）  

https://bre.eng.hokudai.ac.jp/


国 際 資 源 環 境 シ ス テ ム 研 究 室  

 

国 際 資 源 環 境 シ ス テ ム 研 究 室 は 、 JIC A と 北 海 道 大 学 と に よ る 資 源 の 絆 プ ロ グ

ラ ム 研 修 員 の 受 入 れ 事 業 の 中 で 、 201 5 年 度 か ら 発 足 し た 研 究 室 で す 。 研 究 室 の

設 置 目 的 と し て 、一 層 体 系 的 な 資 源 教 育 を 行 え る よ う に す る た め 、教 員 が 不 足 す

る 分 野 （ 地 質 ･探 査 系 等 ） の 教 員 拡 充 に よ る 資 源 系 全 分 野 に 対 応 で き る 教 育 課 程

へ の 体 系 化 を 行 う と さ れ て お り 、北 海 道 大 学 の 資 源 系 で は こ れ ま で に な か っ た 物

理 探 査 に 関 連 し た 分 野 の 研 究 ･教 育 を 担 当 し て い ま す 。  

2015 年 か ら 資 源 の 絆 留 学 生 （ モ ザ ン ビ ー ク ） を 受 け 入 れ 、 母 国 の 金 鉱 床 に お

け る 物 理 探 査 に 関 す る 研 究 を 行 い ま し た 。そ の 他 、空 中 物 理 探 査 の 研 究 で 中 国 や

エ ジ プ ト か ら の 研 究 員 も 受 け 入 れ て き ま し た 。 20 20 年 度 は 、 共 同 資 源 工 学 専 攻

修 士 課 程 学 生 3 名 、 環 境 社 会 学 コ ー ス 4 年 生 3 名 の 計 6 名 の 学 生 が 研 究 室 に 所

属 し 、 地 熱 地 域 で の 物 理 探 査 デ ー タ に よ る 地 熱 源 の 評 価 や 衛 星 デ ー タ （ I nSAR）

に よ る 活 断 層 や 活 火 山 周 辺 の 地 殻 変 動 の 研 究 を 進 め て い ま す 。ま た 、理 学 部 地 震

火 山 観 測 研 究 セ ン タ ー と 協 力 し て 、道 内 の 火 山 地 帯 で フ ィ ー ル ド 調 査 を 行 っ て い

ま す 。 2021 年 3 月 ま で に 卒 業 し た 修 士 生 4 名 は 全 員 民 間 会 社 に 就 職 し 、 今 春 卒

業 し た 学 部 生 3 名 は 全 員 大 学 院 に 進 学 し て い ま す 。 20 2 1 年 4 月 よ り 、 大 学 院 生

は 4 名 、 4 年 生 は 2 名 と な り ま す 。  

担 当 教 員 は 特 任 教 授 ･鈴 木 浩 一 で す が 、 前 任 の 茂 木 透  特 任 教 授 （ 現 ､東 京 工 業

大 学 研 究 員 ）や 石 塚 師 也  特 任 助 教（ 現 ､京 都 大 学 助 教 ）に も 協 力 を 得 て 研 究 指 導

を 行 っ て い ま す 。  

  

 

 

 

 

 

 

 


